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タイ大学統一入試問題日本語科目（PAT 7.3）の語彙調査 

――日本語能力試験（JLPT）N4との比較―― 

 

香山恆毅 

 

1. はじめに 

 本稿は、タイの大学入試問題日本語科目である PAT 7.3（以下、PAT、と記す）の語彙と、日本

語能力試験（以下、JLPT、と記す）の語彙とを見比べて、PAT の語彙の傾向を示す。タイで行わ

れる大規模日本語テストは、PAT および JLPT がある。PAT の受験者数は、2009 年に行われた 3

回分の合計が 18,288 人であった(1)。一方、JLPT のタイの受験者数は、2012 年に行われた 2 回分

の合計が 16,782 人であった(2)。ブッサバー他（2005）によると、PAT のレベルは JLPT 旧試験（2009

年以前）の 3 級程度であると思われる。しかし、実際の PAT の内容が、実際の JLPT 旧試験 3 級

ならびに現行試験 N4（以下合わせて、N4、と記す(3)）と同程度であるかや、PAT にどのような傾

向があるかは、あまり調査されていないようである。 

 そこで本稿は、PAT および N4 の名詞、動詞、イ形容詞、ナ形容詞、副詞を調査し、PAT の語

彙にどのような傾向があるのかを、N4の語彙と見比べて示す。一次資料として用いるのは、実際

の PAT の 5 回分、および実際の JLPT 旧試験 3級などの 12回分である。 

 本稿の構成は次の通りである。まず 2 章では、語彙調査ならびに PAT の先行研究を見る。3 章

では、本稿で用いたデータの概要と調査方法を示す。4章では、調査結果を示しながら PATと N4

の語彙を見比べる。最後に 5章では、本調査で得られた PAT の語彙の傾向をまとめる。 

 

2. 先行研究 

 日本語教育における語彙は、主に 2 つの目的で調査、研究されている。1 つはテスト開発とい

う目的である。押尾・秋元他（2008）は、JLPT 現行試験（2010 年以後）の語彙表作成作業につ

いて報告している。池田（1996）は、JETROビジネス日本語認定試験の開発資料などを調査して

いる。 

 もう 1つの目的は、専門分野の教育内容の確立である。村岡・柳（1995）は、農学系学術雑誌

の語彙について報告している。野村・川村他（2011）は、介護福祉士国家試験の語彙を調査する

ことにより、学習者の効率的な自己学習を目指している。 

 PAT に関する研究は、読解問題を分析した鈴木・内田（2005）、助詞の設問に対する回答の傾向

を分析した ปราณี（2006）などがある。また書籍は、過去の問題を集めて解き方を示したものな

どがある（ปราณี 他 2010，สภุา 2010a，สภุา 2010b，พรหมเทพ 2011）。ウォラウット（2001）は、1999

年のタイの大学入試問題作成方法について触れ、「高等学校の日本語は大学入学試験問題の傾向に
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も影響を受ける」（p.110）と述べている。香山（2012）は、タイの高校生向け日本語教科書『日

本語 あきこと友だち』が(4)、PAT の語彙、文法、漢字をどの程度カバーしているかを報告して

いる。しかし、PAT の単語の出現回数を調べたり、PAT の傾向を述べるには至っていない。 

 本調査は、野村・川村他（2011）がテストの語彙を調べたのと同様に、PAT の単語一つひとつ

の出現回数を調べ、PAT の傾向を述べる。調べた結果は、村岡・柳（1995）と池田（1996）を参

考に、語彙表にして示す。見比べる対象は、JLPT の N4 の語彙である。理由は、PAT も N4 も、

ある一定のレベルに達していることを測定することが目的であり、レベルも同程度と考えられる

からである。 

 

3. 調査方法 

3.1 データの概要 

 本稿でデータとして用いるのは、PAT ならびに N4 に関する下の 3 種類の一次資料を筆者が電

子化したデータである。 

（ア） รหสัวิชา 79 ความถนดัทางภาษาญ่ีปุ่ น (PAT 7.3). สถาบนัทดสอบทางการศกึษาแหง่ชาติ(องค์การมหาชน). 
2009年から 2011 年までに実施された試験のうち 5回分(5)。 

（イ） 『日本語能力試験 公式問題集 N4』国際交流基金・日本国際教育支援協会（著・編）

（2012）(6)。 

（ウ） 『日本語能力試験 3・4級試験問題と正解』日本国際教育支援協会(7)・国際交流基金（著・

編）。1998年度から 2008年度までに実施された 3級試験の 11回分(8)。 

 PAT の調査対象は、（ア）の全ての設問とする。N4 の調査対象は、（イ）および（ウ）の次の部

分とする。（イ）の「N4 言語知識（文字・語彙）」および「N4 言語知識（文法）・読解」の設問、

そして（ウ）の「3級文字・ごい」および「3級文法・読解」の設問である。 

 調査対象の部分は、PAT ならびに N4 に共通して、次の部分とする。①文の空白部分に適当な

選択肢を入れて完成文を作る設問は、正答と考えられる選択肢などを入れた完成文のみ。②読解

設問は、読解文の本文、および本文の一部である図表のみ。③PAT の日本文化に関する設問は、

設問文および全選択肢。設問番号 41から 45までの設問である。④会話の話し手を示す記述は、

記述が役職などの場合、発話一往復分の記述のみ。例えば「先生：」「学生：」「課長：」などで

ある。⑤「つぎの ことばの つかいかたで いちばん いいものを 1・2・3・4から 一つ え

らびなさい」という指示の設問は、正答の選択肢のみ。⑥「次の文・会話とおなじないようのも

のを一つえらびなさい」などの設問は、設問の「文・会話」部分のみ。⑦回答方法を指示してい

る記述は対象に含めない。例えば「1. 2. 3. 4. から一番いいものを一つえらびなさい」などの記述

である。⑧疑問詞、ならびに数字は調査対象に含めない。 

 また、資料の電子化では、できるだけ平仮名を漢字に換える。平仮名だけが続く文章は、コン
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ピューターの形態素解析プログラムが正しい分析結果を返しにくいからである（李他 2012）。漢

字表記の具体例は、4章「結果」の表内で示す。 

 以上の原則に従い、PATおよび N4から、それぞれ約 28,000字分のデータを収集した。表 1に、

データの文字数や試験時間などをまとめる。本稿の結果は、表 1 に示す一次資料から得た、約

56,000字分（本稿書式で約 40ページ分）、試験時間約 36時間分のデータに基づくものである。 

3.2 調査方法 

 本調査は、PAT および N4 の、名詞、動詞、イ形容詞、ナ形容詞、副詞を取り出し、出現回数

を調査する。データの取り出しは、コンピューターで「KH Coder」と「MeCab」を用いておこな

う(9) (10)。KH Coder で分類されたデータは、筆者が分類結果を確かめ、必要に応じて分類を調整

する。助数詞は、「Simple KWIC Lister」で検索して取り出す(11)。 

 上の方法で取り出され、分類された語から、出現回数が多い語（以下、頻出語、と記す）を選

び、品詞別、出現回数別に語彙表にして示す。名詞は、JLPT 旧 4級の語と、旧 3級以上の語など

に分けて示す。級別に語を仕分ける作業は、国際交流基金他（2002）を基におこなう。 

 頻出語を定める基準は、語を品詞別に出現回数が多い順に並べ、延べ語数に占める割合を累積

したとき、累積割合の上位約 80%に含まれる語とする。約 80%という基準値は、国際交流基金他

（2002）の次の記述を参考に定めた。「『語彙リスト』そのものが、当該級の語彙数の 80%を示す

ということになっている」（p.228）。基準値内の語は頻出すると考えた。 

 

4. 結果 

4.1  PATの頻出語が全体に占める割合 ― 異なり語数・延べ語数別 

 PAT は、異なり語の中の 42.0%の語が、PAT の延べ語数の 82.4%を占めていた。つまり、PAT

の名詞、動詞、形容詞、副詞の 8 割以上を理解するためには、PAT に現れたこれらの品詞の約 4

割（417語）を習得していればよいといえる（表 2の A、c、h）。これら 417語を PAT の頻出語と

呼ぶ。表 2に、頻出語が PAT 全体に占める割合を、異なり語数、延べ語数別に示す。 
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 そして、表 3 に N4 の集計結果を示す。N4 は、異なり語の中の 45.7%の語が（478 語）、N4 の

延べ語数の 83.5%を占めていた（表 3 の A、c、h）。これら 478語を N4の頻出語と呼ぶ。 

 表 2（PAT）と表 3（N4）を見比べて、PAT と N4の異なり語数は、全体ではほぼ同数であるが、

頻出語では PAT が N4 より約 1 割少ないことが分かった。以下、3 つの傾向を述べる。1. 全体異

なり語数の合計は、PATも N4も約 1,000語であり、ほぼ同数であった（表の D）。2. 頻出語の合

計は、PAT は 417 語、N4 は 478 語であり、PAT は N4 より約 1 割少なかった（表の A）。3. 全体

異なり語数における各品詞の割合は、PAT と N4 とは、どの品詞の出現割合も近い値を示した。

いちばん出現割合が高い品詞は名詞で約 6割、次は動詞で約 2割、続いて、イ形容詞、副詞、ナ

形容詞の順であった（表の e）。以上、3つの傾向を述べた。 

 次に、4.2 項では、PATと N4の頻出語の実例を品詞別に一つひとつ見比べる。頻出語とは、4.1
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項で述べたように、延べ語数の累積割合で上位約 80%に含まれる語である。 

 

4.2 品詞別 PATの頻出語の傾向 

4.2.1 PATで頻出した名詞 

 PAT の頻出名詞は 280語であった（表 2の a）。これらの語を出現回数別に整理して表 4にまと

める。PAT および N4で頻出した語は明朝体で、PAT だけで頻出した語は、太ゴシック体で示す。

出現回数範囲が同じ語の提示順序は、一番上に JLPT 旧 3 級の語、その下に級外の語、その下に

旧 4 級の語という順である。それぞれ、漢字・ひらがな語、カタカナ語、助数詞の順番で、50音

順である。なお、表内の漢字表記は、一次資料の表記をデータ解析用に換えた後の表記である。

（ ）内には適宜説明を書いた。また、N4だけで頻出した名詞は表 5にまとめる。 

 表 4（PAT）と表 5（N4）を見比べて、PAT の頻出名詞の中に、N4では頻出しない名詞が約 4 
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割あることが分かった。これらの名詞は、表 4 の太ゴシック体の 107 語である。4.1 節で、PAT

と N4 の頻出語数の違いが約 1 割であったと述べた。しかし、頻出した名詞の実例を一つひとつ

確かめると、PAT の頻出名詞の約 4割は、N4の頻出名詞とは異なっていた。 

4.2.2 PATで頻出した動詞 

 PAT の頻出動詞は、65語であった（表 2の a）。これらの動詞の実例を、名詞と同じ要領で表 6

に示す。そして、N4だけで頻出した動詞（33 語）を表 7 に示す。JLPT 級別の表示は省略する。 

4.2.3 PATで頻出したイ形容詞・ナ形容詞 

 PAT で頻出したイ形容詞は 30語、ナ形容詞は 18 語であった（表 2の a）。実例を、前項までと

同様に表 8に示す。ナ形容詞は語幹の形で示す。また、表 9に、N4だけで頻出した語を示す。
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4.2.4 PATで頻出した副詞 

 PAT の頻出副詞は、24語であった（表 2の a）。これらを前項までと同様に表 10に示す。また、

N4 だけで頻出した副詞は、次の 10 語であった。「必ず」「きっと」「ずっと」「是非」「そろそろ」

「多分」「時々」「ほとんど」「やっと」「ゆっくり」。 

4.2.5 PATだけの頻出語・PATと N4で共通の頻出語・N4だけの頻出語 

 ここまで、PAT と N4 の頻出語の実例を品詞別に一つひとつ示し、違いを述べた。例えば PAT

の頻出名詞は、その約 4 割が N4 の頻出名詞とは異なっていた。この分析を、動詞、イ形容詞、

ナ形容詞、副詞についてもおこなう。表 11に 3項目、すなわち、PAT だけで頻出した語、PATと

N4で共通して頻出した語、N4だけで頻出した語、この 3項目の語数と割合を品詞別に示す。 

 表 11から、PAT と N4とで共通する頻出語の合計は 278語であり、これらは PAT の頻出語の約

7割（表 11 の b1の 66.7%）であることが分かった。残りの約 3割である 139語は（表 11の a、A）、

PAT だけの頻出語であった。つまり、頻出語の数だけを見ると、PAT と N4 の差は約 1 割であっ

たが（4.1 節）、一つひとつの語を確かめると、PAT の頻出語の約 3 割は N4 の頻出語とは異なる

語であった。
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5. まとめ 

 本稿は PAT と JLPT の N4を見比べ、PAT の語彙の傾向を示した。分析では、出現回数が多く、

延べ語数の 8割以上を占める語を「頻出語」と定義した。得られた主な傾向を下にまとめる。 

〈傾向 1〉 異なり語数は、PAT も N4も約 1,000語であった。 

〈傾向 2〉 PAT の頻出語は、異なり語の中の約 4割の語であった。 

〈傾向 3〉 PAT の頻出語数は、N4より約 1割少なかった。PAT は 417語、N4は 478語であった。 

〈傾向 4〉 PAT の頻出語の中の約 7割は N4でも頻出し、残りの約 3割は PAT だけで頻出した。 

 最後に本稿の限界を述べる。まず、「コーパスを検索した結果は必ずしも日本語総体の特徴を示

しているとは限らない」（砂川 2011:15）。そして、本調査のデータは、コーパスと呼べるほど大き

なデータではない。従って、本調査で得られた傾向が、PAT および N4 の特徴を示しているとは

限らない。さらに、村岡・柳（1995）の語彙調査では、「著者の文体の個性が顕著に現れていると

考えられる」（p.88）と述べている。PATも試験作成者の個性や、タイ社会がもつ日本観などが現

れるであろう。学習者がこれらのことを気にとめて、本稿を活用してくれれば幸いである。 

 

注 

(1) 参考文献の、สถาบนัทดสอบทางการศกึษาแหง่ชาติ(องค์การมหาชน)（2010）を参照した。 

(2) 参考文献の、国際交流基金「日本語能力試験 過去の試験データ」を参照した。 

(3) 参考文献の、国際交流基金「日本語能力試験 旧試験との比較」によると、JLPT 旧試験 3

級は、現行の N4とほぼ同じレベルである。 

(4) 『日本語 あきこと友だち（ภาษาญี่ปุ่น อะกิโกะโตะโทะโมะดะจิ）』 บษุบา บรรจงมณี, วนัชยั สลีพทัธ์กุล, 
วรวฒุิ จิราสมบตัิ, ภารดี องึขจร, เบญจลกัษณ์ สวา่งเนตร, พชันี ป่ินท้วม, สพุรพนัธ์ จิรบรรเทา, ดวงใจ จงธนากร, 
นิภาพรรณ อดลุย์กิตติชยั, ประภา แสงทองสขุ และ Aki IMAEDA.(2004) กรุงเทพฯ: คิโนะคนูิยะ บุ๊คสโตร์ 
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(5) รหัสวิชา 79 ความถนัดทางภาษาญี่ปุ่น (PAT 7.3). สถาบนัทดสอบทางการศกึษาแหง่ชาติ(องค์การมหาชน). 
<http://www.niets.or.th/>（2012 年 1月 7日），本稿の調査対象は、下の試験日の試験である。 

1) 仏暦 2554 (西暦 2011)年 3月 8日 2) 2553(2010)年 10月 12日 3) 2553(2010)年 3月 9日 

4) 2552(2009)年 7月 19日 5) 2552(2009)年 3月 15日 

(6) 『日本語能力試験 公式問題集 N4』国際交流基金・日本国際教育支援協会（著・編）（2012）

凡人社 

(7) 1998年度から 2002 年度実施分では、「日本国際教育協会」である。 

(8) 『日本語能力試験 3・4級試験問題と正解』日本国際教育支援協会(7)・国際交流基金（著・編）

凡人社, 本稿の調査対象は、下の試験年度の試験である。出版年は試験年度の翌年である。 

1) 平成 20年度（西暦 2008年度） 2) 19年度（2007年度） 3) 18年度（2006年度） 

4) 17年度（2005年度） 5) 16年度（2004年度） 6) 15年度（2003年度） 

7) 14年度（2002年度） 8) 13年度（2001年度） 9) 12年度（2000年度） 

10) 11年度（1999年度） 11) 10年度（1998年度） 

(9) KH Coder：計量テキスト分析。樋口耕一氏作＜http://khc.sourceforge.net＞（2014年 1月 16日） 

(10) MeCab：形態素解析。京都大学情報学研究科,日本電信電話株式会社コミュニケーション科学

基礎研究所＜http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html＞（2014年 1月 17日） 
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